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　　　1941年度劃衝に於ける

火星協同観測結果報告ee（2）

Reports　on　Mars　Observations　in　1941．ee

遊星面課畏　伊達英太郎　E．Dαte．

　5．今回の観測期における各地の回流状態

　本邦に於て丁丁状態が最も牧まるのは五，六，七の3ケ月で八月から少しつつ

悪化し，九月に入ると室の清澄度は増すが，覗欣は悪くなり年末迄逐次悪化の
　　　　　　　　　　　　　　　　ひ一路をたどり十二，一，二月号最も悪いシ1イングが績きr一三，四月は所謂花曇り

で巻雲が出たりモヤが多V・が，勲充三態は鋤悪くない．eう云ふ状態を毎年

繰り返してみるが，悪い季節にでも，高塀墜の後方換言すれば低氣堅の前方は

割合シ1イングが良く，叉，観測中にでも弱秒とか14秒程度の極短時間，非常

に良いシ！イングが得られるものであるからこの瞬間的良親歌を捉える事を常

に練習しておき度いものである．

今回は火星の高度も非常に高かったので，十界遮の如く高度不足に‡る重過

歌は鯨り維験されなかった筈で，只上述の季節的悪硯状に大分藺まされた様で

ある．

　樹ほ，遊星表面の襯測は必ずしも附近の燈火や明るい室を避くる要もないか

ら，都愈に於ても充分良い成績は期し得られるもので，其鮎践め黄道光や準星

とは少し趣を異にしてみる．今回も，東京市や大阪市に於ても良V・結果が得ら

れてみる事は半弓を物語るものである．

　　6．火星面の色と暗黒部の濃度

　火星面の色三三黒部の濃度は，観測の最初に直感した感じを記すべきで永く

見つめてみたり叉前夜の色を眉、ぴ合はせたりしてみると途に判定出來なくなっ

てしまふものである．この観測は口径及倍牽は必ず一定して途行すべきであ

る．色，濃度共に，口径，平平，網膜の感色性，火星の高度，地球上の雲や霧

等により非常に影響されるものである．例へば，赤電球のついたラムプを見た

直後等，火星の色が黄色づぼく甚しい時には赤の余色である緑青と云ふ様な色

が混じる事さへあるからそう云ふ難も注意すべきである．口径が大きV・と桃

色が彊く，小口径では黄色が狽い．

　さて今回の甥衝に訟ける色と濃度を保積氏の記録から轄記すると次の如く

ee決沒V丈協會紀要O．　A．　A．　Memoirs，　No．76．



天界254 火星協同観測結果報告 247

なる．

月H・陣面の色 暗黒部の濃度　月日　ω　星面の色　暗黒部の濃度
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　　7．月に依る火星の掩蔽

　今回の謝衝に於ける鯨興として十一月2日に，月が火星を掩蔽したがこれの

襯測の結果は天界其他に獲表されたからこ製には記さなV・が，大阪電氣専意館

の25糎カセグレン反射赤道儀によってこの掩蔽を観測された渡邊恒夫氏に依

ると，「火星が月に潜入する際には誤り感じなかったが，出現した痔の火星像

の色彩の鮮明さと線の素晴らしさは驚くべきもので，表面の模様は驚くべき明

確さを示してみたが，すぐ叉元通りになった……」とあり，又善北市公前堂の

10糎屈折赤道儀により観測された藥章献氏も“南の星”第3巻第2號に「観測を

始めた頃暗黒部は濃く星面は正赤膚色で掩蔽の夜は．一一一S番はつきりしてみた云々

…・… vと記されてみる所がら見ると，當夜火星の色が鮮明に見られた事は，

正しく月面の軍調な色とのコントラスト効果と見るべきであるが，月の西側に

於て出現直後に像が不思議な画影かだった事は何を物語るのだらうか？

　　　　　　　　　　　　第2章　観i則結果
　　1．一　般　概況

　1939年度の大接近に比較すると，今回は，赤道はより以上北上し，從って，

南瓦球の三法は，より良く，観察され得る事となり，次の1943年の二二が，覗直

径の減少，赤道の南方復蹄（託ちφが十となる），加ふるに，冬期の接近であ

る事を考へると，火星を観る入々にとっては，この1941年度の樹衝こそ，二二

の良いと云ふ意味から，叉，南牛球を見る上から，そして叉季節的の意味か

ら，當分恵まれぬ縄好の機會であったと云へる．叉，1939年度が，豫想してみ

た程に恵まれた大接近ではなく，絵り良い結果の得られなかった貼からも，頑

張るべき理由があったのである．

　果然，古豪の復活や，新進の進出が目畳ましく，良好な観測結果の得られた

事は嬉しい限りである．

　以下，火星表面を匪劃して，各匝の観測結果を記す事とするが，一・4寸御断り

しておき度い事は，火星表面の名構の問題である．元三，目下使用されてるる

火星面の名稻は，伊太利のスキヤパレリが1877年，ミラノ天：交嘉の新鋭21糎屈

折望遠鏡を以て近代的観測を行ってより，新しくラテン語で命名したもので，

それ迄はプ・クタの獲塗した英語で名付けられて居た．それで，このラテン語

を日本の片假名で現はす事の不自然さと誤った敏感とである．天界217號の口

書として畿表しだ火星圖も，從って名画稜音上随分杜撰なものであり，其後焚

表毎に改めては居るが，淺學菲才，不明の鮎多く，近々火星画名構につき，正

しい獲音と正しい日本的呼構について決定したく考へてるるが，今回は，今迄

通りの呼び方で記して行く事を諒とされたい。プPクタの命名法とスキヤパV

りの命名法に就ては，山本博士著“火星の研究”を参照されたい．
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　2．厘分2騒整蒐漫曝結果

　　　　　　　　　　　　第1！至一310。～10。

　　　　　　　　　　（サベウス避，エリツレウム海附近）

海火星表面上の経緯度の原窯決定に重大な役割を演じてみるメリディヤ1二鴻

（“アリンの爪”）は，今回も非常に濃く，小口径機にも明白に認められてみる．

色は封衝附近に於て，渡邊氏は濃緑色，前田氏は濃い帯一旦友色に見てみる．

形状は現在迄も，マド・ス・パイプ型となり，蟷螂の頭の如き型となり，或は

鷲の爪を2本並べた如き標準型となったり，種々攣化して，観測者の眼を度し

ませてみる，今度の劃衝には，喋り判然とはせぬが，中間の判然とせぬ，2本

の爪型と観測されてるる．今，各奥入者の結果（十月中）を列畢すると，’下の

如くなる．即ち：一

　渡邊氏（角張つたマドロス・パイプ型，及，中間の判然とせぬ2本の爪形）

　前田氏（判然たる2本爪型，先端鋭し，但し南部に於て連結されてみる）

　木邊部長（曲線豊かな圓形爪型，但し，辛うじて先端2本に分離）

　保積氏（先端のみ間隔が相當開いた2本木型）

　瀧田氏（マドロス・パイプ型，但し先端は稿2本に分離）

　坂上氏（先端ボンヤリした2本爪型）

　村山氏（恰も駝鳥の首を思はせる美しい2本爪型，南部は連結）．

　察氏（爬虫類の頭部の如く，爪型ではない．但し像の端に近い）

　頼氏（鍬型，爪型ではない）

　青木氏（不規則型，標準型から随分異ってみる）

　伊達（先端は辛うじて2本と判る程度の鈍い爪型，しかし一見マドロス・パイ

　　プ型に近い．但し，像の端に近い）

　：母艦以上の如くで，誰人も先端の2本は判然と，叉は，辛うじて認めてみる

　が南部は連結されておって，プントニヤヂ氏の火星圖にある標準型の如く，

第　　1　圖

乙 甲

魚．、　　　　r

　　　　　　－・3　け」’ヒ
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爪が2本奇麗に分離されて，中聞に黄色を見る如く見てみない黒占から，第1圖乙

の如き形状を呈してみた事と思はれる．（甲圖は標準型）

　このメリディヤ；二轡から東へ績くサベウス選は，大した攣化も認めす，中央

部のシゲウス港も，15糎級以上の器械使用の観測者に依って認められてみる．

　南方へ移って，1939年の大接近には殆んど浩失したかに見受けられたバンド

1ラ海峡は，今回の甥衝には，稽汝濃度を復活して，15糎級以上に認められる

位の濃度となったが，これとて，琴歌の悪い場合は，25糎級にも飴り濃い存在

ではなかった．特に中央部が淡く，爾基部・一士ちイヤニウム海に近V・側，及

びマルガリチ1フェル轡た接する側は，共に濃度は稽々濃い．

　上記マルガリチEフXル灘は，濃い“アリンの爪”に比較すると，随分淡V・が，

併し，美しい逆：圓錐形を示し，苗田氏は若葉色，渡邊氏は青緑色と観測してみ

る．マルガリチ1フェル1攣の先端に近いオキジや沼は，渡邊氏に依り，十日23日2

時の見取圖にスケッチされてるる．

　バンド1ラ海峡の東基部より護して，ヘラス太陸の西側を斜に南下し，ヘレ

スポンチカ低地に記してみるヘレス麟ントス海溝は，渡邊，前田，木邊部長，頼，

繋，麗田，保積及伊達の各観測者に依って認められており，非常に濃く，美しく

南極附近へ斜に延びた様子は，素晴らしいものであった．そして，その南端

に，ヘレスポンチカ低地が相當濃く認められた．

二河この地塵の赤道以北のアエリヤ，アラビヤ，エデンの廣大な範圏に渉る沙漠

地：方には，ロ1エル，スキャパレリ，マヂニ諸氏に依ると，蛛蜘の田歌の網状運

河が，星形に形成されてみる地域ではあるが，今回の火星赤道の傾きが北方へ

甚しかったため，この方面の運河は，牛調色槍出に猫自の覗力を有する渡邊氏

にも認められなかった．

　南牟球に移って，、前記ヘレスポントスとバンド1ラ海峡の間の地域に，2本

稽々著しい蓮河があるが，この中，西方のカルコボロス隣県は渡邊氏が検出して

みる．東：方のヒルスは誰も認めてみない．

　“アリンの爪”からオキジャ沼へ走る大きくカ1ブしたカン舜プラス運河は，淡

い乍ら，渡邊氏に依って描かれてみる．（つづく）

　　註一火星表面名構は，天界217號口語及落説天丈講座第4巻“遊星”の中の火星
　　　　圓容照され度し．

天　罧　正
論252號（日召添暦17年第6號）

索弓1第6頁左ネ閲，　日貧虫：　1941年プし月21［1

第184頁，標題
第253號（H和訳17年三霞7號）

第227頁第10－11行目
ヴ　　第11－12行目
第228頁第7行目

誤　i表

　　誤
皆既直後の後迭
ストプ・テチ

　　2，5遠金覧壱ま

張力なものと米望なり

　　吋につき裡50の

　　　正
皆既直後の放逡
ストプ・ヲ’チ

2．5来望遠鏡は

張力7Sものとなり

口径吋にっき50倍の


